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4月から、現教育実践研究指導センターは、「教育臨床総合研究センター」と改称、改組され

ることとなった。二十一世紀の幕明けとともに、新しい出発ができること、スタッフ一同喜んで

いるところである。この念願の改組に向けて、ご理解を下さり、ご尽力を下さった文部省をはじ

め、大学・学部の方々に、まずもって心から厚くぉ礼申上げたい。

本センターの前身は、複式教育研究センターであった。1979年(昭和融年)に開設され、Ⅱ年

間にわたり、全国で唯一の複式教育研究機関として、また教育実習の事前事後指導や現職教育、

授業研究をはじめとする実践的教育研究などにも携ってきた。1990年(平成2年)からは現教育

実践研究指導センターとして、Ⅱ年間、一層巾広い学校教育や教員養成の実践的研究課題に対応

してきた。センター研究紀要としての「島根大学教育実践研究」も、毎年発刊を重ねて、本号で

12号を数える。

今回の改組は、島根県をはじめとする地域の教育的二ーズや教員養成における時代的二ーズに

応、えて、教育実践臨床研究はなび)、教育社会臨床研究(かかわり)、教育心理臨床研究にこ

ろ)の三部門に再整備し、本センターの役割・機能の一層の強化・拡充をめざしたものである。

特に、附属学校、地域の関係諸機関との連携を密にしたこと、教育相談体制の充実や教育臨床的

問題の研究、実践的能力を重視した学生教育の強化などに特色がある。そのために、専任教官も

2名から4名に増員するとともに、客員教授も迎え、人的な体制も整えられた。

本センターでは、すでに、施設・設備の改装・設置も終え、学部内の組織的な取り組みの準備

を進めてきたところである。本センターの研究紀要も、「教育実践研究」としては、今号が最終

号となり、次年度からは「教育臨床総合研究」と名称を変える予定である。

引き続き、本紀要への投稿をお願いするとともに、本センターが所期の目的をめざし、特色あ

るセンターとして、一層発展するよう、ご理解とご支援、厳しい指導を心よりお願い申し上げた

し、

教育臨床総合研究センターの開設にあたって

あとがき

センター長 有馬毅一郎
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